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私
は
、
昨
年
４
月
の
町
長
就
任
以
来
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
や
英
知
を
結
集
し
、
弱

い
立
場
に
あ
る
方
々
に
も
光
を
当
て
な
が

ら
、
し
が
ら
み
の
な
い
、
町
民
本
位
の
優

し
く
元
気
の
あ
る
「
草
の
根
型
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
矢
幅
駅
周
辺

の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
平
成
28
年
度

に
工
事
完
了
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
岩
手
医
科
大
学
の
総
合
移
転

事
業
で
は
、
附
属
病
院
本
体
建
設
に
先
駆

け
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
に

完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
着
実
に
附
属

病
院
の
移
転
新
築
に
向
け
事
業
が
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
で
は
県
の

療
育
セ
ン
タ
ー
や
盛
岡
と
な
ん
支
援
学
校

の
移
転
新
築
工
事
が
始
ま
り
、
早
期
完
成

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
８
月
９
日
の
大
雨
洪
水
に
伴

う
復
旧
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
町
道
南
昌
山

線
、
水
辺
の
里
お
よ
び
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
を
残
し
復
旧
工
事
が
完
了
し
て
お
り
ま

す
が
、
町
道
南
昌
山
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
の
開
通
を
目
指
し
事
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
事
業
で
あ
り
ま
す

岩
崎
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
芋
沢
川
合
流

点
か
ら
県
道
不
動
盛
岡
線
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
、
順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

岩
崎
川
橋
に
つ
き
ま
し
て
も
６
月
の
完
成

を
め
ど
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
は
、
本
町
の
将

来
を
担
う
力
が
大
い
に
活
躍
し
、
特
に
も

矢
巾
中
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
全

国
中
学
校
体
育
大
会
に
お
い
て
準
優
勝
す

る
な
ど
、
輝
か
し
い
成
果
を
残
し
た
１
９
２

人
の
児
童
、
生
徒
に
対
し
、
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
第
７
次
矢

巾
町
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
28

年
度
は
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
希
望
と
誇
り
と
活
力
に
あ
ふ
れ 

躍
動
す
る

ま
ち 

や
は
ば
」
実
現
の
た
め
、
新
た
に
定

住
す
る
人
や
産
業
の
進
出
を
本
町
の
こ
れ

か
ら
の
成
長
の
糧
と
し
つ
つ
、
着
実
に
行

政
運
営
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
、
第
７
次
矢
巾
町
総
合
計
画
の
施
策
の

大
綱
で
あ
り
ま
す
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
た
７
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

に
沿
っ
て
、
主
要
な
事
業
に
関
し
具
体
的

な
取
り
組
み
や
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　　

平
成
28
年
度
は
、
第
７
次
矢
巾
町
総
合

計
画
の
初
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
民

憲
章
に
掲
げ
る
「
和
と
い
た
わ
り
と
希
望

の
町
」
の
実
現
を
目
指
し
、
「
ひ
と
を
豊
か

に
育
み
見
守
る
ま
ち
」
、
「
自
然
と
ひ
と
が

共
生
す
る
ま
ち
」
、
「
持
続
的
な
力
を
蓄
え

活
力
あ
る
ま
ち
」
、
「
み
ん
な
で
つ
く
る
協

働
の
ま
ち
」
を
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
、

各
種
計
画
が
確
実
に
実
行
で
き
る
よ
う
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
「
ふ
る
さ
と
や
は
ば
」

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
守
り
育
て
、
矢

巾
の
良
さ
を
さ
ら
に
磨
き
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
元
気
で
個
性
の
あ
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
地

域
課
題
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
迅
速
に

具
体
策
を
示
す
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
出
前
型
の
「
町
長

と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
る
会
」
な
ど

も
取
り
入
れ
、
広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
町
議
会
定
例
会
３
月
会
議
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
28
日
間
に
わ
た
り
開
催　

さ
れ
、
初
日
に
高
橋
昌
造
町
長
が
町
政
運
営
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
町
長
の
平
成
28
年
度
施
政
方
針
（
要
旨
）
と
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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の
優
し
く
元
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あ
る

「
草
の
根
型
」
の
ま
ち
づ
く
り
を



3

■健康づくり… 「健康やはば 21（第２次）計画」に基づき、

「がん対策」を始め生活習慣病対策の各種健康づくり施策

を着実に推進します。「塩彩プロジェクト」において「頑張

る減塩から気軽な減塩」をスローガンに開発した減塩食品

の取り組みを、各専門機関と連携しながら一層推進します。

■高齢者の健康づくり・介護予防…高齢者が住み慣れた地

域で安心した生活を送ることができるよう、認知症対策お

よび在宅医療、介護予防、住まい、生活支援が一体的に提

供される地域包括ケアシステムの構築に取り組みます。

■児童福祉の充実・少子化対策…新たに矢巾町活動交流セ

ンターに子育て世代活動支援センターを設置し、保護者の

育児不安を緩和するとともに、地域の中で子どもが健やか

に育成できる環境整備を進めます。特定不妊治療費助成事

業の拡充を図り、不妊に悩む方々への支援を充実します。

子どもの医療費助成について、新たな事業として助成の枠

を拡大し、子育て世代の負担軽減を図ります。

■学校教育…４月に策定する「矢巾町教育振興基本計画」

により、本町教育の方向性や重点的に取り組む施策を共有

し、町と教育委員会の一層の連携強化を図ります。また、

いじめの問題について、教育施策の中でさまざまな取り組

みを行うほか、「矢巾町いじめ防止条例」を策定し、町を

挙げていじめの無い学校や社会を作り上げていきます。

■社会教育…矢巾町活動交流センターに新設される図書セ

ンターについて、図書やイベントのさらなる充実に努め、

利用者の増加を図ります。

■第 71 回国民体育大会…本町で開催されるデモンスト

レーションスポーツのさらなる普及、推進を図り、大会運

営に万全を期すとともに、県民運動への積極的な参加を促

し、大会の開催に向けた機運の醸成に努めます。

■市街地整備…矢幅駅前地区について、平成 28 年度の工

事完了を目指して整備を進めます。また、4 月に供用開始

する矢巾町活動交流センターを拠点として各種イベントを

開催し、中心市街地の活性化とにぎわい創出に努めます。

■幹線道路網の整備…平成 31 年の岩手医科大学附属病院

開院にあわせて、同大学に接する町道中央 1 号線の拡幅計

画を進めるほか、徳田橋の架け替えの早期完成に向けて、

引き続き要望活動を展開します。また、「矢巾スマートイ

ンターチェンジ」については、この春から本格的な工事に

着手されることから、あわせて周辺道路の整備を進めます。

さらに、スマートインターチェンジ周辺の土地利用規制に

ついて、見直しを図るため関係機関と協議を続けます。

■空き家対策…危険なまま放置された空き家の迅速な撤去

や周辺への被害防止を実施する仕組みを検討します。

■移住・定住促進…町独自の地方創生事業の一つとして、

町内に定住を希望する方の住宅取得に係る利子補給を実施

し、移住・定住化の促進につなげます。

■防災への取り組み…常備消防の充実と消防団の活性化お

よび消防団員の確保、機能別消防団員の増員により安全対

策の充実に努めるとともに、さらなる防災体制の強化・充

実を図るために事業者との協定を推進します。また、共助

組織として自主防災組織をすべての自治会で組織し、地域

ぐるみの防災体制と防災意識の高揚を図ります。

■農業の振興…本町農業の持続と特色ある発展を目指し

「やはば集落営農応援事業」や「農業担い手支援事業」な

どに取り組みます。町産ブランドとして期待が高まるズッ

キーニの生産技術の向上に取り組みながら、付加価値の高

い産品の導入や複合経営の推進を図ることにより、消費者

の目線に立った安全で安心な農産物の生産とその情報の発

信に努めます。また、６次産業化の推進に向けた専門研修

の開催、農商工連携による特産品メニューの開催、販売促

進と普及に向けた取り組みを推進します。

■商工業の振興…町商工会など関係機関との連携を図りつ

つ、中心市街地の活性化とにぎわい創出に向けて、医療や

介護、健康増進などのヘルスケアビジネスなど新たな産業

の創出や、町内小売業者の活性化を支援するウェルネスタ

ウン事業の取り組みを進めます。また、「矢巾町まち・ひと・

しごと創生総合戦略」により、大消費地である盛岡市に隣

接している立地条件を活かした企業誘致や起業促進を行い、

安定的な雇用の確保と地域経済の活性化に取り組みます。

■企業誘致の推進…矢巾スマートインターチェンジの新設

による地理的優位性を活かし、新たな企業立地用地確保の

検討を進めます。また、首都圏との交流を通じた企業情報

の収集に努め、誘致活動に取り組みます。

■観光の推進…徳丹城跡から矢巾温泉郷へつながる、東か

ら西への観光導線を描くよう、南昌山をメインとした観光

振興を進めるとともに、水辺の里やマレットゴルフ場も順

次整備を進めます。また、国体の開催年であることから、

盛岡広域市町で構成する観光推進協議会へ積極的に参加し

て本町の観光ＰＲを行い、誘客促進に努めます。

■循環型社会の形成…省資源、省エネルギー、ゼロエミッ

ション、３Ｒ運動など、地域特性にあわせた循環型社会の

形成に向けた取り組みを推進します。

■し尿処理施設整備…紫波、稗貫衛生処理組合が平成 31

年３月をもって解散することから、今後は紫波町と施設の

整備に向けて計画の策定など連携を深めます。

■住民協働のまちづくり…町民の皆さまのニーズを踏まえ

た行政運営を行うため、町民と行政が一体となった企画立

案による各種施策を推進します。

■広域連携の推進…盛岡市と締結した「連携中枢都市圏の

形成に係る連携協約」により、盛岡広域圏における連携を

強化し、経済成長のけん引、高次の都市機能の集積・強化

および生活関連サービスの向上を図ります。

①健やかな生活を守るまちづくり

②時代を拓き次代につながるひとづくり

③利便性と発展性を高めるまちづくり

④快適性と安全性を高めるまちづくり

⑥豊かな生活環境を守るまちづくり

⑦安心と信頼が寄せられる行政経営

平成 28 年度 施政方針の主な施策

⑤産業の活力を高めるまちづくり
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予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の

３
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
に
、
町
が

ど
ん
な
事
業
に
ど
れ
く
ら
い
の
経
費

を
か
け
て
行
う
か
を
示
す
も
の
で
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計

の
３
つ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
第
７
次
矢
巾
町
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
り
、

地
方
創
生
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
の

増
額
や
、
既
存
事
業
の
緊
急
性
や
費

用
対
効
果
な
ど
を
検
討
し
、
前
年
度

に
対
し
て
約
２
億
３
５
８
０
万
円
増

額
の
92
億
７
９
１
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
町
に
入
る
お
金
（
歳
入
）
に
つ

い
て
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、

町
民
税
の
伸
び
な
ど
が
期
待
さ
れ
、

約
３
７
０
０
万
円
の
増
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。
自
主
財
源
全
体
で
は
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
減
額
に

■ 

一
般
会
計
予
算 予算

9292 億億7,9107,910 万円万円

平 成 28 年 度 一 般 会 計

限られた財源を有効に活用

▼重度心身障害者医療費助成事業……  8,449

▼臨時福祉給付金給付事業……………  3,186

▼障害者支援事業……………………4億4,186

▼障害児福祉事業………………………  6,555

▼日常生活支援事業……………………  1,519

▼児童館運営事業………………………  8,325
▼児童手当給付事業…………………4億3,395

▼保育委託事業………………………5億3,328

▼認定こども園施設型給付事業……1億6,731

▼母子福祉医療費助成事業……………  9,110

▼児童福祉施設環境整備事業……………  500

▼除雪事業………………………………  4,536

▼町道改良舗装事業……………………  4,257

▼生活道路整備事業……………………  1,586

▼交通安全施設整備事業………………  5,284

▼矢巾スマートインターえええええええええ　　

  チェンジ整備事業………3 億 1,819

▼橋りょう維持事業……………………  2,850

▼河川改良事業…………………………  2,457

■地方交付税＝町の財政力に応じて国から配分されるお金　■町債＝大きな

事業を行うときに借りるお金　■国庫・県支出金＝事業に対し国や県から交

付される補助金など　■繰入金＝積立てした基金を取り崩したお金　■総務

費＝全般的な事務経費や財産管理、統計調査費、広報経費など　■民生費＝高

齢者や障がい者、児童などの社会福祉のための経費　■公債費＝事業を行う

ために借りたお金の返済金　■自主財源＝町税や繰入金など町が独自に調達

てきるお金　■依存財源＝国や県から交付されるお金や割り当てられた収入

主な事業の内容
＜単位：万円（千円を四捨五入）＞

歳  入

92 億7,910 万円 

＜単位：万円＞

固定資産税
165,035

（17.8%）

町　民　税
144,998

（15.6%）

町たばこ税ほか
27,127（2.9%）

町　税
337,160

（36.3%）

分担金及び負担金ほか
40,893（4.4%）

繰入金
38,041（4.1%）

地方交付税
170,963

（18.4%）

国庫支出金
116,671

（12.6%）

   県支出金
74,934（8.1%）

町　債
71,850

（7.7%）

地方消費税交付金ほか
　　  77,398（8.4%）

自主財源（44.8％）

依存財源（55.2％）

民    生    費土    木    費衛    生    費総    務 　費

113,024 円57,036 円34,898 円33,653 円

一般会計予算を

町民一人当たり

でみると・・・

342,049 円

平 成 28 年 3 月 1 日

現在の人口 27,128 人

＊　＊　＊　　財　政　用　語　解　説　　＊　＊　＊　

■■■■　民  生  費　■■■■

■■■■　土  木  費　■■■■

■■■■　労  働  費　■■■■
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よ
り
、
前
年
比
約
４
億
3
千
万
円
減

額
と
な
り
、
全
体
に
占
め
る
自
主
財

源
の
割
合
は
44
・
8
％
と
な
り
ま
し

た
。
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
増
額
が
見
込
ま
れ
、
全
体
で

約
６
億
６
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
お
金
の
使
い
道
（
歳
出
）
で
は
、

地
方
創
生
事
業
や
臨
時
福
祉
給
付
金

事
業
な
ど
の
新
規
事
業
や
、
母
子
福

祉
医
療
費
助
成
事
業
、
道
路
新
設
改

良
事
業
な
ど
の
既
存
事
業
が
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
な
ど
4
特
別
会
計
で
、
総
額
約

58
億
7
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
駅

前
地
区
の
整
備
事
業
を
行
う
矢
幅
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

は
、
約
６
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
企
業
会
計
で
あ
る
上
・

下
水
道
事
業
会
計
は
、
総
額
で
約

37
億
円
７
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

▼成人検診事業…………………………  4,067

▼母子保健事業…………………………  3,608

▼不妊治療費助成事業…………………… 650

▼予防接種事業…………………………  6,117

▼ごみ処理場運営事業………………4億3,318

▼し尿処理施設運営事業……………1億9,030

▼地方創生事業…………………………  2,625

▼コミュニティ推進事業………………  1,192

▼共通番号制度導入対策事業…………  2,240

▼個人番号カード交付事業……………… 316

▼参議院議員通常選挙費………………… 711

▼６次産業化推進事業……………………  106

▼担い手育成事業………………………  1,403

▼農業生産振興対策事業………………  3,821

▼畜産振興基金積立事業………………  1,500

▼日本型直接支払事業………………1億8,717

▼かんがい整備事業……………………  3,901

▼農業基盤整備促進事業………………  4,900

▼学校教育指導事業………………………  855

▼私立幼稚園就園奨励事業……………  1,118

▼児童生徒各種大会参加補助事業………  460

▼小学校維持管理事業…………………  4,772

▼小学校教育振興事業…………………  3,515

▼中学校維持管理事業…………………  3,157

▼中学校教育振興事業…………………  2,937

▼田園ホール運営事業…………………  5,551

▼ 第 71 回岩手国体開催事業…………… 575

▼共同調理場運営事業…………………  4,184

▼常備消防事業………………………2億2,882

▼非常備消防事業（消防団など）………  3,230

▼消防演習事業……………………………  201

▼消防操法大会事業………………………  145

▼商工業振興事業………………………  1,962

▼ 中小企業支援事業………………………  12

▼中小企業振興資金貸付事業……………  444

▼観光振興対策事業………………………  814

▼特産品開発事業…………………………  601

▼南昌グリーンハイツ運営事業…………  774

主な事業の内容
＜単位：万円（千円を四捨五入）＞

歳  出

92 億7,910 万円 

＜単位：万円＞

民　生　費
306,612

（33.1%）

土　木　費
154,728

（16.7%）衛　生　費
94,670

（10.2%）

総　務　費
91,295

（9.8%）

   公 債 費 
90,243（9.7%）

農林水産業費 
69,524（7.5%）

教 育 費 
67,106

  (7.2%）

議会費 12,304（1.3%）

消防費 29,184（3.2%）

商工費おお 8,912（1.0%）

労働費ほか 3,332（0.3%）

公    債    費農林水産業費教    育    費消 防 費 ほか

33,266 円25,628 円24,737 円19,807 円

平成 28 年度特別会計・企業会計の予算 　単位：万円（千円を四捨五入）

会　　計　　名 予　算　額 会　　計　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 事 業 305,272 水　道

事　業

収 益 的 支 出 153,776

介 護 保 険 事 業 195,811 資 本 的 支 出 165,092

後 期 高 齢 者 医 療 117,103 下水道

事　業

収 益 的 支 出 109,564

矢幅駅周辺土地区画整理事業 169,126 資 本 的 支 出 148,988

■■■■　衛  生  費　■■■■

■■■■　総  務  費　■■■■

■■■■ 農林水産業費 ■■■■

■■■■　商  工  費　■■■■

■■■■　消  防  費　■■■■

■■■■　教  育  費　■■■■
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平成 26 年度
財務報告書
を公表します

　町民の皆さんに町の財務状況をより分かりやすくお知らせするため、国が

推奨している「新地方公会計制度」に基づいた平成 26 年度の財務諸表を作

成しました。ここでは、その主な内容についてお知らせします。

　平成 26 年度決算に基づき、町の一般会計のほか、国民健康保険などの公

営事業会計、水道事業や下水道事業の公営企業会計などを含めた町が管理す

る 7 会計と、盛岡・紫波地区環境施設組合などの一部事務組合・広域連合 7

団体、第三セクターを連結させて、財務諸表を作成しています。

　なお、より詳しい内容は、町ホームページでご覧いただけます。

問い合わせ　　役場企画財政課財政係（☎ 611-2726）１ 　貸借対照表
　公共施設や現金、借金や債務など、町や関連団体が保有している財産（資産）がどのくらいあるかを示したもので、

資産・負債・純資産の 3 つの要素から構成されています。左右の合計額が等しくバランスをとっていることから、バ

ランスシートとも言われています。

資　産　　759 億 9,500 万円
（町民一人当たり 280 万円）

　町や関連団体が保有している財産です。将来にわたって資金流入

が見込まれるものや行政サービスの提供能力を表しています。

 （内訳）

　○公共資産（道路、学校、上下水道など）　　  688 億 2,000 万円

　○投資など（基金、団体出資金、貸付金など）  628 億 1,600 万円

　○流動資産（現金・預金、税未収金など）　　  642 億 6,900 万円

負　債　　303 億 5,600 万円
（町民一人当たり 110 万円）

　将来の世代が負担する借入金（町債な

ど）、将来返済する必要がある債務です。

純資産　　455 億 4,900 万円
（町民一人当たり 170 万円）

　現在の世代までが負担し、すでに支払い

が済んでいる正味の資産です。

合　計　　759 億 500 万円 合　計　　759 億 500 万円

２ 　行政コスト計算書
　貸借対象表が資産を対象としているのに対し、資産で表

すことができない行政サービスにどのくらいのコストがか

かっているかを示したものです。

経常行政コスト a　　　　　　162 億 4,700 万円

　　　　　　　　　　　　（町民一人当たり 60 万円）

　経常的にかかる行政サービスにかかる費用です。

　○人にかかるコスト

　　職員給与など

　○物にかかるコスト

　　光熱水費、物品購入費、修繕費など

　○移転支出的なコスト

　　児童手当などの社会保障給付費、

　　各種団体への補助金など

　○その他のコスト

　　町債の利子など

 616 億 7,000 万円

 642 億 9,000 万円

  110 億 1,700 万円

 △ 7 億 3,000 万円

経常収益 b　　　　　　　　　175 億 7,200 万円

　　　　　　　　　　　　（町民一人当たり 28 万円）
　町民が行政サービスを利用して支払った使用料、手数　

料、負担金などです。

純経常行政コスト a － b　　　186 億 7,500 万円

　　　　　　　　　　　　（町民一人当たり 32 万円）

３ 　純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産が、１年間にどのように増減

したかを示したものです。

 平成 25 年度末純資産残高 428 億 4,800 万円

 平成 26 年度変動額額残高 127 億 4,100 万円

　（内訳）

　○純経常行政コスト　　　　 △ 86 億 7,500 万円

　○一般財源（地方税など）　　　62 億 1,700 万円

　○国・県補助金など　       　　52 億 9,800 万円

　○その他　　　　　　 　　   △ 1 億 3,900 万円

平成 26 年度末純資産残高 455 億 4,900 万円

４ 　資金収支計算書
　１年間にどのような活動に資金を必要としている

か、現金の増減を示したものです。

 平成 25 年度末資金残高　 442 億 4,100 万円

 平成 26 年度収支額　残高 127 億 3,200 万円

　（内訳）

　○経常的収支　　　   　　　    37 億 7,500 万円

　○公共資産設備収支　　　 　△ 28 億 9,700 万円

　○投資・財務的収支　      　△ 21 億 4,300 万円

　○その他　　　　　　 　　   △ 51 △ 2300 万円

平成 26 年度末資金残高　449 億 3,300 万円

※表中の町民一人当たりの金額は、平成 27 年 3 月 31 日現在の人口 26,959 人で算出しています。



7

　

「
３
ち
ゃ
ん
・
矢
次
工
房
」
は
、

矢
次
地
区
の
煙
山
小
学
校
の
近
く

の
旧
岩
手
中
央
農
協
煙
山
支
所
敷

地
内
に
あ
り
ま
す
。
小
さ
め
の
工

房
に
は
仕
込
み
室
と
作
業
所
。
「
仲

間
を
大
切
に
し
、
笑
顔
が
絶
え
な
い

工
房
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
作
業
場
か

ら
は
、
「
母
ち
ゃ
ん
」
た
ち
の
笑
い

声
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

塩
彩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
い
ち
早
く

参
加
し
、
ナ
ト
・
カ
リ
み
そ
を
製

造
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
に
３
ち
ゃ
ん
・
矢
次
工

房
が
開
所
さ
れ
た
の
は
２
０
１
４

年
の
４
月
の
こ
と
。
国
と
町
か
ら
の

６
次
産
業
事
業
化
関
連
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
岩
手
中
央
農
協

か
ら
借
り
受
け
た
建
物
に
工
房
を

作
り
、
そ
れ
ま
で
農
協
の
施
設
で

自
家
消
費
用
に
作
っ
て
い
た
み
そ

の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は

「
み
そ
が
ん
づ
き
」
や
「
ご
飯
み
そ
」

も
製
造
し
、
工
房
で
販
売
す
る
ほ

か
、
町
内
の
産
直
な
ど
の
直
販
所

で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
15
年
、
農
協
婦

人
部
の
９
人
の
「
母
ち
ゃ
ん
」
た
ち

が
、
「
家
族
の
健
康
の
た
め
に
、
な

に
か
や
っ
て
み
よ
う
」
と
話
し
合
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
母
た
ち
か
ら

受
け
継
が
れ
た
み
そ
を
持
ち
寄
っ

た
の
が
活
動
の
始
ま
り
で
し
た
。
。

　

米
麹

こ
う
じ

の
作
り
方
や
管
理
法
も
習

い
ま
し
た
。
そ
の
講
師
に
な
っ
た

の
は
「
父
ち
ゃ
ん
」
た
ち
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
ご
主
人
に
酒
造
り
の

経
験
者
が
３
人
も
い
た
の
で
す
。
グ

ル
ー
プ
の
作
る
み
そ
は
、
大
豆
と
米

麹
の
比
率
が
１
対
１
で
、
麹
の
香
り

が
立
ち
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
甘
み

の
あ
る
優
し
い
味
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
家
製
み
そ
は
、
親
戚
や
近
所
の

人
た
ち
の
評
判
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
お
い
し
く
て
体
に
い
い
み
そ

を
と
い
う
情
熱
が
原
動
力
と
な
り
、

原
料
の
大
豆
も
自
前
で
生
産
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
豆
は
「
ナ

ン
ブ
シ
ロ
メ
」
と
い
う
品
種
で
す
。

こ
こ
で
も
「
父
ち
ゃ
ん
」
た
ち
が
活

躍
し
ま
す
。
減
反
で
休
耕
地
に
な
っ

て
い
た
農
地
を
活
用
し
、
大
豆
の

栽
培
を
担
当
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に
は
経
理
の
プ
ロ
に

栄
養
士
、
農
協
の
生
活
指
導
員
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
技
が
あ
り
ま
し

た
。
み
ん
な
の
経
験
と
知
恵
を
活

か
し
て
工
房
を
作
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

　

工
房
の
名
前
「
３
ち
ゃ
ん
」
の
由

来
は
「
母
ち
ゃ
ん
」「
父
ち
ゃ
ん
」「
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
の
「
３
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

み
そ
づ
く
り
は
「
母
ち
ゃ
ん
」
と
「
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
、
大
豆
と
力
仕
事
は
「
父

ち
ゃ
ん
」
の
受
け
持
ち
。
原
料
の

大
豆
の
栽
培
か
ら
、
み
そ
の
加
工
、

販
売
を
す
べ
て
自
前
で
行
う
、
６

次
産
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ト
・
カ
リ
み
そ
に
挑
戦
し
た

の
は
昨
年
か
ら
で
す
。
塩
彩
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
、
「
家
族
の
健
康

を
想
っ
て
始
め
た
み
そ
づ
く
り
。
私

た
ち
は
、
こ
う
い
う
も
の
を
作
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
す
ぐ

に
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
、
会
長
の
高
橋
ム
ツ
子
さ
ん
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
理
由

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
試
作
品

は
塩
彩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
買
い
取

る
た
め
リ
ス
ク
も
少
な
く
、
参
加

し
や
す
い
環
境
も
あ
り
ま
し
た
。

　

不
安
が
な
か
っ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
塩
を
ナ
ト
・
カ
リ
塩
に

変
え
る
だ
け
で
、
あ
と
は
同
じ
よ
う

に
作
れ
ば
よ
い
と
は
い
う
も
の
の
、

本
当
に
同
じ
味
に
な
る
の
か
、
保
存

に
問
題
は
な
い
か
心
配
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
し
か
し
、
出
来
上
が
っ

た
み
そ
を
味
見
し
て
、「
ま
っ
た
く
、

同
じ
味
で
し
た
」
と
み
ん
な
で
大

喜
び
し
た
そ
う
で
す
。　

　

「
私
た
ち
の
よ
う
な
小
さ
な
工
房

は
、
特
色
の
あ
る
み
そ
を
作
ら
な

い
と
、
大
手
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
岩
手
に
は
自
家
製
み
そ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
自
家

製
だ
け
で
は
特
色
に
な
り
ま
せ
ん
。

ナ
ト
・
カ
リ
塩
は
私
た
ち
の
み
そ

を
魅
力
が
あ
っ
て
競
争
力
の
あ
る

み
そ
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」

（
高
橋
会
長
）
と
、
ナ
ト
・
カ
リ
へ

の
期
待
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
試
作
の
段
階
で
し
た
が
、

今
年
度
は
本
格
的
な
商
品
化
と
販

売
に
向
け
、
製
造
量
も
増
や
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
ナ
ト
・

カ
リ
の
「
み
そ
が
ん
づ
き
」
や
「
ご

飯
み
そ
」
に
も
挑
戦
す
る
計
画
で
、

高
橋
会
長
は
「
工
房
の
店
頭
や
直

販
所
に
ナ
ト
・
カ
リ
み
そ
が
並
ぶ

の
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
塩
彩
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
役
場
健
康

長
寿
課
（
☎
６
１
１

－

２
８
２
２
）

へ
。

◎
家
族
の
健
康
の
た
め
に

◎
ナ
ト
・
カ
リ
で
他
と
は

　

違
う
み
そ
を

協力企業訪問　第 1 回「3 ちゃん・矢次工房」
　　　　　「ナト・カリを知り、私たちはこういうものを
　　　　　　　　　　　　　　　つくらないといけない、と思いました」   

「3 ちゃん・矢次工房」の皆さん

ナト・カリみそへの
期待を語る高橋会長

VOL . 1

　 し お    さ い
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　矢巾町活動交流センター「やはぱーく」が４月１日にオープンしました。各フロアの概要や営業時

間は以下のとおりです。皆さんお気軽にご利用ください。

矢巾町活動交流センター矢巾町活動交流センター

「やはぱーく」「やはぱーく」

 　　　　　　  　　　　　　 ４月１日 オープン！４月１日 オープン！

■開館時間　開館時間：午前９時～午後９時　

　　　　　　（図書センターと子育て世代活動支援センターの開館時間：午前９時～午後７時）

■休館日　　毎月第３水曜日と年末年始（12/29 ～ 1/3）は全館休館　

　　　　　　（図書センターと子育て世代活動支援センターは毎週水曜日と年末年始は休館）

■問い合わせ　施設の利用方法など詳しくは「やはぱーく」（ ☎ 656-6610：代表電話） へ。

　　　　　　　※図書センター ☎ 656-6620　※子育て世代活動支援センター ☎ 656-6630　　

　　　　　　　

１階　地域交流センター
　小規模な会議のできる活動スペースや、

音楽活動に使えるスタジオが備わっている

ほか、新聞や雑誌などを見ながらくつろぐ

ことができるラウンジやカフェがありま

す。

2 階 図書センター・学習スぺース
　町公民館図書室を全面移転。自動貸し出

し機や図書検索システムを導入し、今後蔵

書数をさらに増やす予定です。

　学習スペースは約 40 席あり、パソコン

を持ち込んでの作業も可能です。

３階 子育て世代活動支援センター
　木製遊具があるあそびの広場や、乳幼児

の一時預かりスペースを備える子育て世代

活動支援センター、会議のほかにダンスや

軽スポーツもできる研修室、料理教室がで

きるキッチンスタジオがあります。

開放的なラウンジ カフェもオープン

子ども向けの本も充実 広々とした学習スペース明るい雰囲気の一般書架

コーナーあああああああ

遊具がいっぱい

「あそびの広場」

約 90人を収容可能な

研修室おおおおお aa 

楽しく料理を学べる

キッチンスタジオお

多目的に利用可能な

活動スペースおおお
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んん  ｎの
予防注射

犬の登録と狂犬病予防注射日程（ 4月）

実 施 日 程 実　施　会　場 対象行政区

13日
㈬

19 : 00 ～ 19 : 35 高田コミュニティセンター前 高田１、２、３区

19 : 45 ～ 10 : 00 藤沢自治公民館前 藤沢

10 : 20 ～ 10 : 40 西徳田 1 区公民館前 西徳田１区

10 : 45 ～ 11 : 00 三谷公民館前 東徳田１区

11 : 10 ～ 11 : 25 西徳田 2 区公民館前 西徳田２区

11 : 30 ～ 11 : 45 東徳田公民館前 東徳田 2 区

13 : 10 ～ 13 : 25 間野々公民館前 間野々

13 : 35 ～ 13 : 55 矢巾地区農業構造改善センター前 土橋

14 : 05 ～ 14 : 25 北郡山公民館前 北郡山

14 : 50 ～ 15 : 05 下北公民館前 下北

15 : 15 ～ 15 : 35 下赤林集落センター前 下赤林

14日
㈭

19 : 00 ～ 19 : 15 上赤林公民館前 上赤林

19 : 25 ～ 19 : 40 北川保育園東側 流通センター

19 : 50 ～ 10 : 20 南昌台団地第一公園前 南昌・南昌台団地

10 : 45 ～ 11 : 00 広宮沢玉生会館前 広宮沢２区

11 : 10 ～ 11 : 30 広宮沢公民館前 広宮沢１区

13 : 00 ～ 13 : 20 城内公民館前 城内

13 : 30 ～ 14 : 00 煙山自治公民館前 煙山・矢次

14 : 30 ～ 14 : 45 南煙山研修センター前 南煙山

14 : 55 ～ 15 : 10 矢巾 1 区公民館前 矢巾 1 区

15 : 20 ～ 15 : 40 矢巾２区公民館前 矢巾２区

15日
㈮

19 : 00 ～ 19 : 20 新田公民館前 新田 1、2 区・南矢幅 1 区

19 : 30 ～ 10 : 00 南矢幅公民館前 南矢幅 2、3、5 区

10 : 20 ～ 10 : 40 わんぱく公園前（徳永整形外科東側）矢巾３区

10 : 50 ～ 11 : 10 白沢集落センター前 白沢

11 : 20 ～ 11 : 45 小川動物病院東側敷地 南矢幅 4、6、7 区

13 : 10 ～ 13 : 25 太田農事集会所前 太田

13 : 30 ～ 13 : 50 室岡公民館前 室岡

14 : 00 ～ 14 : 15 岩清水コミュニティセンター前 岩清水

14 : 25 ～ 14 : 40 大白沢集会所前 和味（大白沢）

14 : 50 ～ 15 : 10 和味公民館前 和味

15 : 15 ～ 15 : 30 舘前公民館前 舘前

15 : 35 ～ 15 : 50 桜屋公民館前 桜屋

17日
㈰

19 : 00 ～ 12 : 00 矢巾町役場大型車庫棟前 全行政区

■問い合わせ　役場住民課環境係（☎ 611-2506・2507）

　

町
で
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
左
の
日
程
の
と
お
り
、
町
内
各
会
場
で

実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
に
は
、
犬
の
登
録
と
年
１
回
の

予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
を
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
町
か
ら

予
防
注
射
の
案
内
の
は
が
き
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
注
射
を
受
け
る
当
日
は
、
必
ず

は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
行
政
区
の
日
時
に
都
合
が
悪
い

場
合
に
は
、
他
の
会
場
で
も
登
録
と
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
日
程
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
や
、

生
後
90
日
以
内
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、

最
寄
り
の
動
物
病
院
で
も
登
録
と
予
防
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
料
金
は

下
記
と
同
額
で
す
）
。

※
紫
波
郡
内
の
動
物
病
院

◎
小
川
動
物
病
院
（
南
矢
幅
16-

30-

14
）

　

☎
６
９
７

－

６
６
５
２

◎
み
ゅ
う
動
物
病
院
（
西
徳
田
5-

20
）

　

☎
６
９
8

－

2
2
2
1

◎
や
は
ば
わ
ん
に
ゃ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
高
田　

　

15-

46-

1
）
☎
６
１
３

－

8
0
3
3

◎
け
や
き
並
木
動
物
病
院
（
紫
波
町
日
詰

　

西
６-

６-

24
）
☎
６
７
２

－

5
4
5
6

　

こ
の
ほ
か
、
盛
岡
市
内
の
動
物
病
院
で

も
、
予
防
注
射
と
あ
わ
せ
て
、
矢
巾
町
の

注
射
済
票
の
交
付
と
犬
の
登
録
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

▼
登
録
と
予
防
注
射
の
料
金

①
犬
を
登
録
済
み
の
方
…
１
頭
当
た
り

３
１
０
０
円

②
犬
の
登
録
を
す
る
方
…
１
頭
当
た
り

６
１
０
０
円
（
登
録
料
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　

毎
年
、
犬
の
ふ
ん
に
関
す

　
　
　
　
　

る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
散
歩
を
す
る
と
き
、
他
人
の
敷

地
内
は
も
ち
ろ
ん
、
壁
な
ど
の
周
辺
で
犬

に
排
せ
つ
を
さ
せ
る
こ
と
は
マ
ナ
ー
違
反

で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩
き
、

必
ず
ふ
ん
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。　

大

お
願
い
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身の回りに起きた出来事など、

楽しい情報をお寄せください。

役場企画財政課情報係

（☎ 611-2724）

平成 28 年 4 月 1 日　広報やはば　第 746 号

応急対策用燃料の供給に関する協定に調印した
竹内社長（写真左）と高橋町長

特設公衆電話の設置・利用に関する覚書を締結した
佐藤支店長 ( 前列左から３人目）と高橋町長（同４人目）

　

町
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
盛
岡
支
店
（
佐

藤
善
通
支
店
長
）
は
２
月
25
日
「
特
設

公
衆
電
話
の
設
置
・
利
用
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
覚
書
は
、

避
難
所
と
な
る
公
民
館
に
、
町
と
同
支

店
が
優
先
的
に
通
信
が
で
き
る
電
話
回

線
と
電
話
機
を
設
置
す
る
も
の
で
、
災

害
時
に
公
衆
電
話
と
し
て
安
否
確
認
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
11
日
に
は
、
町
と
東
邦

岩
手
株
式
会
社
（
竹
内
久
司
代
表
取
締

役
社
長
）
が
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急

対
策
用
燃
料
（
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
）
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　和田校長が一人ひとりに卒業証書を授与

　　　それぞれ３年間の思いを込めて合唱を披露

　

町
内
の
中
学
校
の
卒
業
式
が
3
月
12

日
（
矢
巾
中
学
校
）
と
15
日
（
矢
巾
北

中
学
校
）
に
行
わ
れ
、
両
校
合
わ
せ
て

２
９
４
人
の
生
徒
が
思
い
出
の
詰
ま
っ

た
学
び
や
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

矢
巾
中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
和
田

修
校
長
が
１
３
０
人
の
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
「
皆
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
の
『
道
』
が
、
い
つ
ま
で
も
洋
々

と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
卒
業
生
は
答
辞

で
「
中
学
校
生
活
の
す
べ
て
が
私
た
ち

の
成
長
の
糧
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
「
皆

さ
ま
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
未
来
へ
、
ま
た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

大
き
な
希
望
を
胸
に
旅
立
ち
の
日

町
内
中
学
校
で
卒
業
式
行
わ
れ
る

災
害
時
に
備
え
て
万
全
の
体
制
を

企
業
と
の
連
携
協
力
を
深
め
る



ニュースフラッシュ

NewsFLASH

11

　本町の「やさしさはばたく認知症支援ネット

ワーク」の「わんわんパトロール隊」などの活

動が、認知症の人が住み慣れた地域で自分ら

しく暮らし続けるための取り組みに贈られる

「認知症の私と輝く大賞2016」を受賞しました。

認知症の人を支える地域活動が評価

　コカ・コーラ教育・環境財団が、不動小学

校に太陽光発電設備を寄贈。同校では２月 29

日に感謝の会を開催し、児童代表の細川稜太

君が、みちのくコカ・コーラボトリング株式会

社の栗谷川幸二常務に感謝状を手渡しました。

太陽光発電設備寄贈に感謝状

　

昨
年
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
）
に
長
期
滞
在
し
た
宇
宙
飛
行
士
油
井

亀
美
也
さ
ん
の「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
会
～
亀

の
恩
返
し
～
」（
岩
手
医
科
大
学
主
催
）
が

３
月
13
日
、
同
校
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
会
に
は
約
７
３
０

人
が
来
場
。
油
井
さ
ん
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
の
生

活
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
ほ
か
、
参
加

者
の
質
問
に
も
答
え
、
宇
宙
の
素
晴
ら
し

さ
と
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

ま
し
た
。
ま
た
、
油
井
さ
ん
と
岩
手
医
科

大
学
薬
学
部
の
阪
本
泰
光
助
教
ら
が
対
談

し
、
宇
宙
で
行
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
の
結
晶

生
成
の
実
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　　会場内を回って参加者の質問に答える
　　油井亀美也さん

大
き
な
夢
で
宇
宙
へ
羽
ば
た
く
！

油
井
亀
美
也
さ
ん
の
報
告
会
開
催

高橋町長から花束を受け取りお
笑顔を見せる五日市ウメノさん

　

矢
巾
３
区
の
五
日
市
ウ
メ
ノ
さ
ん
が

３
月
19
日
、
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
22
日
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
通
う
「
ケ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
と
く
た
ん

の
郷
」
（
又
兵
エ
新
田
）
を
高
橋
昌
造
町

長
が
訪
問
。
ご
家
族
や
施
設
利
用
者
が

見
守
る
中
、
ウ
メ
ノ
さ
ん
に
祝
い
状
と

花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

散
歩
が
好
き
で
、
今
で
も
つ
え
を
つ

き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
外
を
歩
く
と
い

う
ウ
メ
ノ
さ
ん
。
高
橋
町
長
が
長
寿
の

秘
訣
を
伺
う
と
「
な
ん
で
も
食
べ
る
こ

と
と
、
の
ん
き
に
暮
ら
す
こ
と
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

五
日
市
ウ
メ
ノ
さ
ん
が
満
百
歳
！

高
橋
町
長
が
訪
問
し
長
寿
を
祝
福

　３月 4 日、北日本高等専修学校（瀬川深志

校長）の卒業式が矢次公民館で行われ、６人

の卒業生が、勉学やスポーツ、地域でのボラ

ンティア活動など、たくさんの思い出を胸に、

それぞれの道へ羽ばたきました。

思い出を胸に未来へ旅立つ



や
は
ば
文
芸
の
森

「
や
は
ば
短
歌
の
会
」
会
員
の
作
品
か
ら

※
や
は
ば
短
歌
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
毎
月
二
回
、
金
曜
日
に

町
公
民
館
で
短
歌
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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仙
台
市　
　

石
ヶ
森
や
す
子

南
矢
幅　
　
　

小
川　

文
子

南
矢
幅　
　
　

中
野　

和
子

高
田
三
区　
　

北
田
み
ど
り

春
休
み
に
屋や

根ね

に
登の

ぼ

り
て
歌う

た

う
た
ふ
歌う

た

ひ
し
子
供
の
こ
ろ
蘇

よ
み
が
え

る

泣な

き
な
が
ら
不ふ

治じ

の
病

や
ま
い

に
飼か

へ
ざ
り
と
置お

か
れ
し
猫ね

こ

は
声こ

え

も
出い

だ
さ
ず

九
十
の
叔お

母ば

を
見み

舞ま

ひ
て
顔か

お

を
見
つ
若
さ
の
残
る
笑え

く
ぼ
親し

た

し
く

わ
が
友
は
わ
れ
に
会あ

ふ
た
び
常
に
言い

ふ
健す

こ

や
か
な
れ
ば
会あ

ふ
こ
と
易や

す

し

朝あ

さ

明あ

け
に
湖

み
ず
う
み

を
発
つ
白は

く

鳥
ち
ょ
う

の
ゆ
く
手
の
山
が
霞か

す

み
て
見
ゆ
る

庭に

わ

に
咲さ

く
紅こ

う

梅ば

い

の
花
わ
が
部へ

屋や

に
友
よ
り
賜た

ま

び
し
花か

び
ん
に
香か

お

る

行ゆ

き
ず
り
に
見
し
白は

く

梅ば

い

に
近ち

か

寄よ

り
て
一い

ち

輪り

ん

二に

輪り

ん

開ひ

ら

く
す
が
し
さ

孫ま

ご

達た

ち

の
写し
ゃ

真し
ん

の
並な

ら

ぶ
窓ま

ど

外そ

と

に
雀

す
ず
め

の
頭

あ
た
ま

し
き
り
に
動う

ご

く

や
は
ば
文
芸
の
森

「
や
は
ば
短
歌
の
会
」
会
員
の
作
品
か
ら

※
や
は
ば
短
歌
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
毎
月
二
回
、
金
曜
日

に
町
公
民
館
で
短
歌
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

あなたの　　　を

お待ちしています

　町では、開かれた行政を目

指し、皆さんからのご意見や

ご質問を受け付けています。

地域での疑問、普段感じてい

ることなど、どんなことでも

結構です。町へのご意見ご質

問の投書は、役場庁舎と町公

民館、町民総合体育館、さわ

やかハウス 1 階の各 1 階に

ある「町民の声」のほか、郵

送や電子メールでも受け付け

ています。皆さんの「声」を　

お気軽にお寄せください。

■投書する方へのお願い

　投書への回答を希望する方

は、必ず氏名と連絡先を明記

してください。

声

　町では、今年 1 回目

の「町をみんなできれ

いにする運動」を行い

す。皆さんが気持ちよく暮らせる美しいまちの実現を

目指し、多数のご参加をお願いします。
▼日時　4 月 10 日㈰ 午前 6 時から午前 7 時まで

            （小雨決行）

▼ごみ処理方法　集めたごみは、各自治会のごみ集積

所または清掃センター（西徳田）へ搬入してください。

清掃センターの搬入時間は、午前 6 時 30 分から午前

8 時 30 分までです。

▼問い合わせ　役場企画財政課企画係（☎ 611-2722）

※ 2 回目の「町をみんなできれいにする運動」は、

    9 月 25 日㈰ に実施予定です。

▼日時　4 月 16 日㈯ 午前 6 時から午前 7 時まで

　　　　（小雨決行）

▼集合場所　①高田グラウンド ②徳田橋下の道路 　　　　

③東徳田グラウンド ④土橋グラウンド

※最寄りの場所に集合してください。

▼問い合わせ　北上川矢巾地区愛護協議会会長 

菅原三郎さん（☎ 697-2987）

皆さんのご参加をお願いします！

北上川 河川敷清掃北上川 河川敷清掃

 町をみんなで  町をみんなで 
 きれいにする運動 きれいにする運動

44  月10日月10日（日）（日）

みんなの

ひろ
ば

「 

お
に
く 

」

たけい ゆあ ちゃん

「 

ミ
カ
ン 

」

ささき みらい くん

「 

ブ
ド
ウ 

」

さいとう かのん ちゃん

「 

バ
ナ
ナ 

」

すずき かのん ちゃん

「 

バ
ナ
ナ 

」

くどう ゆうあ くん

「 

イ
チ
ゴ 

」

なかむら こう くん

「 

リ
ン
ゴ 

」

かつ しゅんすけ くん

おしえて！
好きな食べ物

（北高田保育園 3 歳児）
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宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町
の
か
か
わ
り
を
紹

介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
賢
治
が

親
友
で
あ
る
藤
原
健
次
郎
（
白
沢
出
身
）

や
南
昌
山
な
ど
を
題
材
と
し
て
詠
っ
た
短

歌
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
（
解
説
は
「
矢

巾
町
宮
沢
賢
治
を
語
る
会
」
の
松
本
隆
会

長
に
よ
る
も
の
で
す
）
。

①
寄
宿
舎
で
健
次
郎
と
２
人
で
ラ
ン
プ
掃

除
を
し
た
思
い
出
を
詠
っ
た
短
歌

▼
キ
シ
キ
シ
と　

ひ
き
あ
げ
を
押
し　

む
ら

さ
き
の　

石
油
を
み
た
す　

五
つ
の
ラ
ン
プ　
　
　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
）
ｇ

▼

タ
オ
ル
に
て　

ぬ
ぐ
ひ
終
わ
れ
ば　

台
ラ

ン
プ　

石
油
ひ
か
り
て　

み
な
な
ま
め
か
し

『
歌
稿
Ｂ
』
（
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
）
ｈ

【
解
説
】
「
キ
シ
キ
シ
と　

ひ
き
あ
げ
を
押

し
」
は
、
ラ
ン
プ
に
石
油
を
入
れ
る
と
き

に
使
っ
た
手
押
し
給
油
機
の
こ
と
で
す
。

②
健
次
郎
と
南
昌
山
で
石
を
採
取
し
た
思

い
出
を
詠
っ
た
短
歌

▼

の
ろ
ぎ
山　

の
ろ
ぎ
を
と
れ
ば　

い
た

だ
き
に　

黒
雲
を
追
ふ　

そ
の
風
ぬ
る
し

『
歌
稿
Ｂ
』
（
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
）
e

▼
の
ろ
ぎ
山　

の
ろ
ぎ
を
と
り
に　

い
か
ず

や
と
ま
た
も
そ
の
子
に　

さ
そ
は
れ
に
け
り

　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
）
f

【
解
説
】
「
の
ろ
ぎ

石
」
は
石
英
安
山

岩
の
や
わ
ら
か
い

石
の
こ
と
。
の
ろ

ぎ
山
は
南
昌
山
を

指
し
、
賢
治
は
こ

の
石
を
採
取
し
に

何
度
も
南
昌
山
を

訪
れ
ま
し
た
。

③
南
昌
山
で
野
宿
し
た
思
い
出
を
詠
っ
た

と
思
わ
れ
る
短
歌

▼
ま
く
ろ
な
る　

石
を
く
だ
れ
ば　

な
ほ

も
さ
び
し　

夕
日
は
落
ち
ぬ　

山
の
石
原

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
四
年
四
月
）
２
３
９

▼
毒
ヶ
森　

南
昌
山
の　

一
つ
ら
は

ふ
と
お
ど
り
た
ち
て　

わ
が
ぬ
か
に
来
る

　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
四
年
四
月
）
２
４
０

▼
岩

が

ん

鐘
し
ょ
う

の　

き
わ
だ
ち
く
ら
き　

肩
に
来
て　

夕
の
雲
は　

銀
の
挨
拶

　
　
　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
六
年
七
月
）
５
８
３

【
解
説
】
「
岩
鐘
」
は
、
鐘
を
伏
せ
た
よ
う

な
山
の
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
け

た
、
南
昌
山
の
愛
称
で
す
。

④
南
昌
山
と
周
辺
の
山
に
つ
い
て
詠
っ
た

短
歌

▼
箱
ヶ
森　

み
ね
の
木
立
に　

ふ
み
迷
い

さ
び
し
き
原
を　

ふ
り
か
え
り
見
る

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
六
年
四
月
）
４
８
２

▼
し
ろ
が
ね
の　

雲
流
な
が
れ
行
く　

た
そ

が
れ
を　

箱
ヶ
森
ら
は　

黒
く
た
た
ず
む

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
六
年
五
月
）
４
９
７

【
解
説
】
「
箱
ヶ
森
」
は
、
現
在
の
赤
林
山

の
こ
と
で
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
名
称
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▼
袴

は
か
ま
ご
し腰　

南
昌
山
の　

一
列
は　

み
な
灰

雲
に　

あ
と
を
く
ら
ま
す

『
昤

り
ょ
う
り
ょ
う

々
と
し
て
ひ
か
れ
る
は
』
（
先
駆
形
）

【
解
説
】
「
袴
腰
」
は
、
山
の
形
が
台
形
の

東
根
山
を
指
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

④
南
昌
山
の
特
徴
に
つ
い
て
詠
っ
た
短
歌

▼
い
ま
は
は
や　

誰
か
惑
は
ん　

こ
れ
は

こ
れ　

安
山
岩
の　

岩
が

ん

頸
け

い

に
し
て

　
　
　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
五
年
七
月
）
３
３
６

▼
を
ち
こ
ち
に　

削
り
の
こ
り
の　

岩
頸

は
松
黒
く
こ
め　

白
雲
に
立
つ

　
　
　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
六
年
七
月
）
５
７
７

【
解
説
】
「
岩
頸
」
は
火
山
が
侵
食
し
て
、

火
道
の
な
か
に
あ
っ
た
マ
グ
マ
が
岩
と

な
っ
て
残
っ
た
地
形
。
南
昌
山
を
指
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

④
楊

や
な
ぎ

の
木
に
つ
い
て
詠
っ
た
と
思
わ
れ
る

短
歌

▼
風
来
た
り　

高
鳴
る
も
の
は　

や
ま
な
ら

し　

あ
る
い
て
ポ
プ
ラ
は　

さ
と
り
の
ね
が
ひ

　
　
　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
五
年
三
月
）
２
９
６

▼
な
き
や
み
し　

鳥
を
も
と
め
て　

泪
な
み
だ

せ

ぬ　

木
々
は
み
だ
れ
て　

葉
裏
を
し
ら
み

　
　
　
　

『
歌
稿
Ｂ
』
（
大
正
六
年
五
月
）
５
０
０

【
解
説
】
こ
の
２
首
は
健
次
郎
と
の
思
い

出
を
回
想
し
て
作
っ
た
童
話
「
鳥
を
と
る

や
な
ぎ
」
に
出
て
く
る
「
楊

や
な
ぎ

の
木
」
に
つ

い
て
詠
っ
た
短
歌
で
す
。
「
楊
の
木
」
は

ド
ロ
ノ
キ
（
泥
の
木
）
の
こ
と
で
、
賢
治

は
健
次
郎
と
訪
れ
た
南
昌
山
の
麓
の
岩
崎

川
の
河
原
で
「
楊
の
木
」
に
出
会
い
、
風

に
吹
か
れ
て
葉
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る
の
を
見

て
「
エ
レ
ッ
キ
の
や
な
ぎ
の
木
」
と
呼
び
、

終
生
興
味
を
持
ち
続
け
ま
し
た
。

【
次
号
へ
続
く
】

※「宮沢賢治と矢巾町」は「矢巾町宮沢賢治を語る会」の松本隆会長に監修および資料の提供をいただいています。

宮
沢
賢
治
と
矢
巾
町

～
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
舞
台
は
南
昌
山
～

第６回 

寄宿舎でランプの手入れをする
賢治（左）と健次郎（イメージ）1

次回は賢治が南昌山を題材にして
書いた詩を紹介しますおおおおお



健康長寿課（長寿支援係 ☎ 611-2821  健康づくり係 ☎ 611-2822）　地域包括支援センター（☎ 611-2855）

子育て支援センター
さわやかハウス内 ☎ 697-1567

子育ての悩みやしつけ、養育などの相

談は月～金曜日の9 : 00～17 : 00です。

子育て開放ルーム
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4 ・ 5 月の予定 　　【担当】 健康長寿課健康づくり係 ☎ 611-2822

備　考

平成 27 年 11 月
生まれ

平成 26 年 8 月
～ 9 月生まれ

平成 25 年 11 月
～ 12 月生まれ

平成 24 年 9 月
～ 10 月生まれ

妊婦

妊娠届出書・保険
証・印鑑・所得証
明書・通帳を持参

≪転入されて、小学校に入学する前のお子さんがいる方へ≫
　今後に必要な健診や予防接種の相談を「さわやかハウス」で行って
います。母子健康手帳をお持ちの上、早めにご相談ください。

対象者

生後 2 カ月から 5 歳未満の方

生後 2 カ月から 5 歳未満の方

生後 3 カ月から 90 カ月に至るまでの間の方

（今までに不活化ポリオワクチンの接種を受けていた方　

は、不活化ポリオワクチンの接種が可能です。※医

療機関への確認が必要）　

生後 13 カ月から 12 カ月に至るまでの間の方

生後 12 カ月から 36 カ月に至るまでの間の方

1 歳～ 2 歳未満の方

平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日生
まれの方

標準的な接種は 3 歳、4 歳の方

※平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生
　まれ（20 歳未満）の方で未接種の方も受けま
　しょう。

平成 10 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1 日生
まれの方（高校 3 年生相当）が積極的勧奨の
対象です。

受付時間・場所

さわやか
ハウス

19:30～19:50

12:30～14:00

19:00～10:30

12:30～14:00

13:00～13:15

13:00～16:00

実施日

4月
11日㈪

4月
20日㈬

5月
26日㈭

5月
18日㈬

5月
12日㈭

毎　週
金曜日

第 1 期

第 2 期

第 1 期

第 2 期

項　目

のびのび Baby
教室　　

 1 歳 6 カ月児
健診　　

 2 歳児キッズ
教室　　

 3 歳児健診

マタニティ
ひろば

母子健康手帳
の交付

項　目

ヒブワクチン

小児肺炎球菌
ワクチンおお

四種混合

（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ）

ＢＣＧ

水　痘

麻しん風しん

日本脳炎

母 

子 

保 
健

定 

期 

予 

防 

接 

種 

　親子が自由に集える開放ルームで
す。（参加費無料・予約不要）

 
◆

うさちゃんのへや 
【利用日】火・木・金曜日10:00～15:00
【場所】農村環境改善センター（不動児童館隣）
★講習会 4/8 （金） 10 : 00～11 : 00
 　［親子ふれあい遊び］

 
◆

いちご広場 
【利用日】火・水・金曜日 9:00～12:00
【場所】徳田児童館
★講習会 4/22 （金） 10 : 00～11 : 00
　 ［作って遊ぼう］

 
◆

さくらんぼ広場 
【利用日】月・木・土曜日 9:00～12:00
【場所】矢巾東児童館
★講習会 4/28（木） 10 : 00～11 : 00
 　［こいのぼりを作ろう！］

◎子育て親子交流（ 4 月）

△

プレママ＆ぽかぽか広場ベビー

 （妊娠中、2 ～ 7 カ月）11、18 日㈪

 （受付 9 : 45）子育て支援センター

△

プレママ＆ぽかぽか広場

 （妊娠中、8 ～ 12 カ月）15、22 日㈮

 （受付 9 : 45）子育て支援センター

△

なかよしデー（8 カ月～就園前）

  毎週火・水・木曜日（10 : 00～15 : 00）

 　　　　　　  子育て支援センター

△

えほんのひろば （2 カ月～就園前）                   

  6日㈬（受付9 : 45） 子育て支援センター

△

赤ちゃん講習会 （2カ月～12カ月）                   

　「手作りおもちゃ」

 25日㈪（受付9 : 45）子育て支援センター

△

講習会（2 カ月～就園前）

　「スタンプ遊び」                   

 20日㈬（受付9:45）子育て支援センター

んな

かよし

友達

すずき はんた くんえんどう あゆむ くんみやざき しょうま くんもり しあら くん

むらかみ かえら ちゃんくぼ えりか ちゃんやまもと ふゆか ちゃん

保育園
歳児）



福祉・子ども課（福祉係 ☎ 611-2571  子ども支援係 ☎ 611-2575）　 子育て支援センター（☎ 697-1567）　
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みんなで取り組もう！健康づくりあああ　
運動の習慣化で心と身体を元気にしよう

　《全血献血》 4 月 7 日㈭
　※全血献血は 400mL 献血です

① 9:30 ～ 11:00 

　ＪＡいわて中央矢巾地域営農センター

   岩手県農業共済組合盛岡・紫波支所　

② 13:15 ～ 16:30

　岩手県消防学校

病　院 4 月担当日

岩手県立中央病院 
上田 ☎ 653-11511　

1, 4, 7, 9,13
14, 16, 18, 21
24, 26, 28     

岩手医科大学附属病院
内丸 ☎ 651-51111

3, 6, 8,11,15
17, 20, 22, 25
27, 30 

盛岡赤十字病院　　 
三本柳 ☎ 637-3111　

10, 29

もりおかこども病院
上田字松屋敷 ☎ 662-5656

 2, 23

川久保病院　　 
津志田 ☎ 635-1305　

 5, 12, 19

夜 

間

小児救急入院受入病院
受付時間：午後 5 時～翌日午前 9 時

（土曜日は午後 1 時～午後 5 時も受付）

　今月の休日当番医　　　　　　◎必ず電話で確認してから受診してください（診療時間 9：00～17：00）

日 紫波・矢巾 盛岡南〈 内科 〉 盛岡〈 外科・整形外科 〉 盛岡〈 小児科 〉 歯　科

3日

㈰

せき内科胃腸クリニック

西徳田 ☎ 698-4441

船山内科クリニック

下ノ橋町 ☎ 606-0812

双 木 整 形 外 科 医 院

月が丘 ☎ 646-3855

杜のこどもクリニック

向中野 ☎ 631-1160 ―
10日

㈰

志 和 診 療 所

紫波町上平沢 ☎ 673-7805

小坂内科消化器科クリニック

永井 ☎ 605-6050

遠 山 病 院

下ノ橋町 ☎ 651-2111

前多小児科クリニック

盛岡駅前通 ☎ 601-7478

染井デンタルクリニック

南矢幅 ☎ 698-1111

17日

㈰

南矢巾ハートクリニック

南矢幅 ☎ 698-1010

おおどおり鎌田内科クリニック

大通 ☎ 606-5161

わたなべおしりのクリニック

本宮 ☎ 658-1003

さいとう小児科クリニック

月が丘 ☎ 643-7171 ―
24日

㈰

平 井 医 院

紫波町日詰 ☎ 672-3200

工 藤 内 科 医 院

中ノ橋通 ☎ 653-6811

吉野整形外科麻酔科医院

上太田 ☎ 658-1130

盛 岡 友 愛 病 院

永井 ☎ 638-2222

ス マ イ ル 歯 科 医 院

西徳田 ☎ 697-2121

29日

㈮

おぼない内科クリニック

南矢幅 ☎ 698-1190

あべ菜園内科クリニック

菜園 ☎ 623-7000

しんたろうクリニック

本宮 ☎ 631-3110

菅 野 小 児 科 医 院

山岸 ☎ 622-4448 ―

◆夜間急患診療所（午後 7 時～午後 11 時）盛岡市神明町 ☎ 654-1080　◆高度救命救急センター  盛岡市神明町 ☎ 654-1080

（お願い） かぜなどの軽い症状の場合、午後７時から午後 11 時までは夜間急患診療所をご利用ください。
　※土曜日は医療機関によって診療の有無や時間が異なりますので、直接医療機関にお問い合わせください。　　　　　　　　　　　

献血バス運行情報献血バス運行情報
　　 

皆さんのご協力をお願いします。

　運動は、肥満や生活習慣病を防ぐだけでなく、脳や神経を活性化させて認

知症も防ぎます。自分にあった運動習慣を身につけましょう。

■矢巾町の現状

　町が行ったアンケート調査によると、町内の 20 歳～ 64 歳の 1 日平均歩

行数は、男性 5,498 歩、女性 4,527 歩でした。また、65 歳以上の 1 日平均

歩行数は、男性 3,686 歩、女性が 3,250 歩で、いずれも全国平均と比較す

ると少ない状況です。

■生活のあらゆる場面で体を動かそう！　合言葉は「＋
プラステン

10」

　いきなり激しい運動を始めると、けがなどの危険性があります。まずは

「+10」、今より 10 分多く活動することを意識してみましょう。

●駐車場では、少し遠くに駐車して歩く　●自転車や徒歩で通勤する　●近

くには徒歩で出かける　●テレビを見ながらストレッチをする　●エレベー

ターやエスカレーターより階段を利用する　●買い物ではカートを使わずか

ごを持つ　●電車では立つようにする

■自分に合った運動を見つけよう

　手軽にできる運動や自分の好きな運動を、楽しみながら

継続して行い習慣化することが大切です。

　ラジオ体操は普段あまり使わない筋肉や関節をバランス

よく動かすことで柔軟性を保持し、筋力を高めます。今年 10 月の「希望郷

いわて国体」で、ラジオ体操が当町でデモンストレーションスポーツとして

開催されることを機会に、家族や仲間と一緒にラジオ体操を始めましょう！

▼問い合わせ　健康長寿課健康づくり係（☎ 611-2822）

※「健康やはば 21」計画策定にあたって、平成 25 年に実施したアンケート調査結果より

【参考】厚生労働省「健康づくりためのからだ活動基準 2013」、
　　　　　　　　 「健康づくりのためのからだ活動方針 (アクティブガイド）について」

Health
健康がいど みん

なか

お友

かわむら ひかる くん

ささき あやの ちゃんちば あかり ちゃん

煙山保
（3 歳



Enjoy　
Sports! スポーツだより（体育館）

町民総合体育館　☎ 697-4646　FAX 697-4907　開館時間 8 : 30 ～ 21 : 00（祝日を除く月曜日休館）

 矢巾町開催デモンストレーションスポーツ

  スポーツチャンバラ　    ラジオ体操
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■町民総合体育館個人利用デーのお知らせ… 4 月 10 日㈰ 午後 1 時～午後 3 時は、全館個人利用のみとなります。

親子や友だち同士でお気軽にご利用ください（利用料は通常どおり 2 時間につき大人 110 円、児童生徒 60 円です）。

 ◆全身運動で健康に！「アクアエクササイズ」の参加者募集！

 ◆小学生水泳教室の参加者を募集します！

▼開催期間・場所　 前期  5 月 10 日～ 6 月 10 日、  後期  6 月 14 日～ 7 月 15 日　期間内の毎週火・金曜日

※各期全 10 回、南昌グリーンハイツ

▼申し込み・問い合わせ　4 月 12 日（火）から 19 日（火）まで（休館日を除く）の、午前 8 時 30 分から午後 8 時

30 分までの間に、町民総合体育館（☎ 697-4646）へお申し込みください（先着順ではありません。申込多数

の場合は、抽選により参加者を決定します）。

　参加の可否は 4 月 21 日（木）の正午以降に、矢巾町体育協会ホームページ（http : //yahabataikyou .net）および

町民総合体育館内の掲示板に掲示します。各自ご確認の上、参加料をお支払いください。

　健康アクアエクササイズ教室では、専門の講師の指導のもと、初心者でも無理なくできるウオーキングや浮

き棒を使ったエクササイズ、ダンスなどを行います。初めてで不安な方には無料体験コースもあります。

▼日時　5 月 11 日から 7 月 13 日までの毎週水曜日（全 10 回）、午前 10 時 30 分から午前 11 時 30 分まで

▼場所　南昌グリーンハイツ

▼対象・定員　町内に居住または職場がある方、先着 40 人（体験コースは別途）

▼参加料　 フルコース（10 回）  5,800 円　  ハーフコース（5 回）  3,800 円　  体験コース（1 回）  無料

※参加料には施設使用料を含みます。欠席した場合は事業終了後、欠席回数分の施設使用券をお渡しします。

※体験コースは初めての方限定です。過去に受講経験がある方は申し込みできません。

▼申し込み・問い合わせ　4 月 20 日（水）から 5 月 6 日（金）まで（休館日を除く）の、午前 8 時 30 分から午後 8

時 30 分までの間に、参加料を添えて町民総合体育館（☎ 697-4646）へ。

ク　ラ　ス 定　員 時　間 参加料

A クラス　（小学 1 年生～ 3 年生） 前期・後期　各 30 人 16 : 30 ～ 17 : 30
全クラス

各期 4,500 円
B クラス　（小学 3 年生～ 6 年生） 前期・後期　各 40 人 17 : 45 ～ 18 : 45

C クラス　（小学 3 年生～ 6 年生） 前期・後期　各 20 人 19 : 00 ～ 20 : 00

　※各クラスとも泳力の制限はありません。　※「楽々クラブ矢巾」会員の方は 500 円割引

楽々クラブ矢巾主催　各種教室の参加者募集
　4 月 5 日㈫から 5 月 10 日㈫まで（土曜日～月曜日を除く）の、午前 9 時から午後 4 時までの間に参加料を

添えて同クラブ事務局（町民総合体育館 2 階、☎ 611-2873）へお申し込みください。

教室名 対象・定員 期間・場所 参加料

野球教室
小学 4 年生お 1

～ 一般　30 人

5 月 12 日～ 6 月 30 日の毎週木曜日（全８回）

午後７時～午後９時　矢巾町屋外運動場ほか

会員　：1,000 円

非会員：3,000 円

バドミントン
ジュニア教室

小学 1 年生お 1

～ 6 年生 20 人

5 月 13 日～ 6 月 10 日の金曜日（全 4 回）

午後７時～午後９時　町民総合体育館

会員　：1,000 円

非会員：2,000 円



町公民館　☎ 697-2161・2013　FAX 697-5581　　
町文化会館（田園ホール）　☎ 697-5855
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町公民館料理教室の

参加者を募集します

イベントがいっぱい！

徳丹城春まつり開催

　

　矢巾町体育協会では、小学生を

対象にサッカー教室を開催します。

「グルージャ盛岡」所属の指導者を

講師に、サッカーの基礎を楽しみ

ながら学ぶことができます。

▼ 期 日　【前期】5 月 18 日～ 6 月

29 日、【後期】8 月 24 日～ 10 月 5 日 

期間内の毎週水曜日 （各期全 7 回）

※雨天時は延期し、最終日を繰り

下げて開催します。

▼時間　午後 5 時～午後 6 時 30 分 

▼場所　矢巾町屋外運動場

▼対象・定員　町内在住、在学の

小学生 各期 30 人

▼参加料　各期 4,500 円、前・後

期継続受講 8,000 円（いずれも施

設使用料、保険料を含む）※「楽々

クラブ矢巾」会員は 500 円割引

▼申し込み　4 月 19 日㈫から各期

開催の１週間前までの、午前 8 時

30 分から午後 8 時 30 分までの間

に、参加料を添えて町民総合体育

館（☎ 697-4646）へ。

　5 月から 10 月まで、矢巾町屋外

運動場（かっこうグラウンド）の

夜間照明施設が利用できます。

▼利用申込・問い合わせ　利用条

件や利用料など詳しくは、矢巾町

体育協会（町民総合体育館内、☎

697-4646）へ。

矢巾町体育協会主催

小学生サッカー教室

※矢巾町活動交流センター「やはぱーく」２階に図書センターがオープン！
　開館時間：午前 9 時～午後 7 時　（毎週水曜日は休館）　☎ 656-6620

　町では「第 12

回徳丹城春まつ

り」を徳丹城跡

公園で開催しま

す。「希望郷いわ

て国体・希望郷

いわて大会」の

開催年である今

回は、同大会の

炬
き ょ

火
か

イベントをあわせて開催しま

す。木の棒を回転させて摩擦で種

火を起こす「まいぎり方式」で、

同大会開会式に使用する炬火トー

チに火を灯します（一般の方も無

料で体験できます）。

　そのほかにも楽しいイベントを

たくさん用意して、皆さんのご来

場をお待ちしています。

※詳しくは、４月中旬に配布する

チラシをご覧ください。

▼日時　4 月 23 日㈯ 午前 10 時～

午後 5 時　※雨天中止

▼会場　徳丹城跡公園（西徳田）

▼問い合わせ  徳丹城春まつり実行

委員会（町教育委員会社会教育課

内、☎ 611-2860）

※入場無料

▼ 期間　4 月 29 日（金・祝） ～ 5 月

15 日㈰の休館日を除く、午前 9 時

～午後5時（最終日は午後3時まで）

▼ 問い合わせ　田園ホール（ ☎

697-5585）　

田園ホールロビーで

アートフェスタ開催

矢巾町屋外運動場の

夜間照明施設について

　町公民館では、

テレビでおなじ

みのタレントで

料理研究家の千

葉星子さんを講

師に料理教室を

開催します。

　今回のテーマ

は「おうちで和

風御膳」です。お客さんをお招き

した際にも使える便利レシピでデ

キル度アップ！皆さんぜひご参加

ください。

▼日時　5 月 11 日㈬ 午前 10 時～

午後 1 時

▼場所　さわやかハウス調理室

▼定員　16 人（先着順）

▼ 材料費　1,500 円（当日までに

町公民館窓口へ持参してください）

▼申し込み・問い合わせ　4 月 15

日㈮午前 9 時から町公民館窓口で

受け付けます。電話受付は午前 10

時からですが、定員になり次第終

了となります（☎ 697-2161）。

　田園ホールでは、毎年好評の「ピ

アノスペシャルキャンペーン」を

開催し、2 台のグランドピアノを

開放します。

▼期間　4 月 3 日㈰ ～ 5 月 29 日㈰

の休館日を除く、ホールの空き時間

（詳しくはお問い合わせください）

▼時間　午前 9 時～午後 7 時（利

用は 1 時間単位）

▼料金（1 時間あたり）　一般 2,000

円、小中学生 1,000 円、音楽教室

5,000 円  ※ 1 時間につき 2 人まで

▼申し込み・問い合わせ　利用日

の 3 日前までに、田園ホール（☎

697-5585）へお申し込みください。

田園ホールのピアノを

皆さんに開放します

サッカーの基礎を楽しく学ぼう！
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▽
住
民
課
長
補
佐
兼
医
療
年
金
係
長

　

吉
田　

徹
（
住
民
課
長
補
佐
兼
国
保

　

年
金
係
長
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
長
補
佐
兼
福
祉　

　

係
長

　

袖
野　

巌
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主　

　

幹
）

▽
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼
長
寿
支
援

　

係
長

　

田
村
昭
弘
（
生
き
が
い
推
進
課
長
補
佐

　

兼
福
祉
係
長
）

▽
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
係
長　

　

佐
々
木
智
雄
（
商
工
観
光
課
長
補
佐　
　
　
　

　

兼
商
政
係
長
）

▽
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長

　

田
村
琢
也
（
出
納
室
長
補
佐
）

▽
出
納
室
長
補
佐

　

佐
々
木
忠
道
（
企
画
財
政
課
長
補
佐

　

兼
統
計
情
報
係
長
）

▽
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
経
営
係
長

　

村
松　

亮
（
区
画
整
理
課
長
補
佐
兼

　

計
画
係
長
）

▽
総
務
課
法
規
庶
務
係
長
・
選
挙
管

　

理
委
員
会
事
務
局
書
記

　

阿
部
幸
司
（
社
会
教
育
課
主
査
）

▽
総
務
課
職
員
係
長
・
選
挙
管
理
委　

　

員
会
事
務
局
書
記

　

高
橋
俊
英
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

書
記
・
総
務
課
主
査
）

▽
企
画
財
政
課
企
画
係
長

　

高
橋
雅
明
（
企
画
財
政
課
主
査
）

▽
企
画
財
政
課
情
報
係
長

　

高
橋　

保
（
商
工
観
光
課
観
光
係
長
）　

▽
税
務
課
賦
課
係
長

　

村
井
秀
吉
（
企
画
財
政
課
町
づ
く
り
推

　

進
係
長
）

▽
税
務
課
収
納
係
長

　

藤
原
淳
也
（
道
路
都
市
課
都
市
計
画

　

係
長
）　

▽
住
民
課
戸
籍
住
民
係
長

　

佐
々
木
公
仁
子
（
住
民
課
主
査
）　

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
子
ど
も
支
援
係
長

　

立
花
真
記
（
農
林
課
主
査
）

▽
健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係
長

　

浅
沼
圭
美
（
生
き
が
い
推
進
課
健
康

　

推
進
室
保
健
指
導
係
長
）

▽
産
業
振
興
課
観
光
物
産
係
長

　

菅
原
保
之
（
住
民
課
総
合
窓
口
係
長
）

▽
道
路
都
市
課
地
域
整
備
係
長

　

水
沼
秀
之
（
税
務
課
資
産
係
長
）

▽
道
路
都
市
課
都
市
計
画
係
長

　

田
口
征
寛
（
税
務
課
徴
収
係
長
）

▽
道
路
都
市
課
区
画
整
理
係
長

　

藤
井　

祐
（
区
画
整
理
課
事
業
係
長
）

▽
出
納
室
会
計
係
長

　

高
谷
幸
子
（
出
納
室
係
長
）　

町
職
員
の

人
事
異
動

４
月
１
日
付
で
町
職
員

の
定
期
人
事
異
動
が
あ

り
、
86
人
が
次
の
と
お

り
異
動
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
表
示
は
、
新
任
、
氏

名
（
前
任
）
の
順
で
す
。

 

◆ 

課  

長  

級

 

◆ 

課
長
補
佐
級

 

◆ 

係  

長  

級 
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▽
議
会
事
務
局
議
事
係
長

　

藤
原
和
久
（
議
会
事
務
局
係
長
）

▽
上
下
水
道
課
上
水
道
係
長

　

川
村
清
一
（
農
林
課
農
林
振
興
係
長
）

▽
矢
巾
町
公
民
館
係
長

　

村
松
之
子
（
住
民
課
児
童
係
長
）

▽
総
務
課
主
査
・
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
書
記

　

高
橋
亮
介
（
総
務
課
付
雫
石
町
派
遣
）　

▽
総
務
課
付
主
査

　

阿
部
裕
史
（
税
務
課
）

▽
企
画
財
政
課
主
任
主
事

　

一
方
井
哲
平
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
企
画
財
政
課
主
事

　

髙
橋
雄
大
（
上
下
水
道
課
）

▽
税
務
課
主
事

　

佐
々
木
拓
也
（
住
民
課
）

▽
住
民
課
主
査

　

高
橋
博
道
（
区
画
整
理
課
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
主
任
主
査

　

田
村
弥
生
（
区
画
整
理
課
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
主
査

　

遠
藤
訓
子
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
主
査

　

藤
原
一
仁
（
住
民
課
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
主
査

　

村
松
一
樹
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
主
事

　

長
峯
大
樹
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
福
祉
・
子
ど
も
課
主
事

　

川
村
沙
綾
（
道
路
都
市
課
）

▽
煙
山
保
育
園
主
査

　

高
橋
祐
子
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

▽
煙
山
保
育
園
調
理
員

　

谷
村
菜
穂
子
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

▽
健
康
長
寿
課
主
査

　

藤
井
実
加
子
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
主
査

　

藤
澤
の
り
江
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
主
査

　

白
澤
知
加
子
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
主
査

　

小
原
朋
子
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
主
任
保
健
師

　

立
花
泰
子
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
主
任
保
健
師

　

照
井
礼
子
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
保
健
師

　

竹
鼻　

朋
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
健
康
長
寿
課
主
事

　

阿
部　

悟
（
住
民
課
）

▽
健
康
長
寿
課
栄
養
士

　

千
葉
春
佳
（
煙
山
保
育
園
）　

▽
産
業
振
興
課
主
査

　

佐
々
木
幸
（
商
工
観
光
課
）

▽
産
業
振
興
課
主
査

　

中
村
淳
志
（
農
林
課
）

▽
産
業
振
興
課
主
査

　

佐
藤
寿
信
（
企
画
財
政
課
）

▽
産
業
振
興
課
主
査

　

阿
部
麻
美
（
農
林
課
）　

▽
産
業
振
興
課
主
査

　

石
橋
寿
仁
（
農
林
課
）　

▽
産
業
振
興
課
主
査

　

菅
原
信
人
（
社
会
教
育
課
）　

▽
産
業
振
興
課
主
任
主
事

　

小
笠
原
光
行
（
税
務
課
）　

▽
産
業
振
興
課
主
事

　

佐
々
木
雄
大
（
農
林
課
）　

▽
産
業
振
興
課
主
事

　

藤
原
公
紀
（
商
工
観
光
課
）　

▽
産
業
振
興
課
主
事

　

橋
場
慧
美
（
商
工
観
光
課
）

▽
道
路
都
市
課
技
師

　

佐
藤
文
彦
（
区
画
整
理
課
）

▽
道
路
都
市
課
主
事

　

一
戸
慎
平
（
区
画
整
理
課
）

▽
道
路
都
市
課
技
師

　

中
村
昂
平
（
農
林
課
）　

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
・
総　

　

務
課
主
査

　

沼
田
光
徳
（
税
務
課
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査

　

照
井
和
歌
子
（
学
務
課
）

▽
学
務
課
主
事

　

伊
藤
早
弥
香
（
企
画
財
政
課
）　

▽
社
会
教
育
課
主
査

　

細
越
一
美
（
矢
巾
町
公
民
館
）

▽
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
主
事

　

煙
山　

裕
（
企
画
財
政
課
）

▽
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
調
理
員

　

渡
辺
安
子
（
煙
山
保
育
園
）

▽
徳
田
小
学
校
主
任
用
務
員

　

藤
村
達
也
（
矢
巾
中
学
校
）

▽
矢
巾
中
学
校
用
務
員

　

佐
々
木
正
道
（
矢
巾
北
中
学
校
）　

▽
矢
巾
北
中
学
校
用
務
員

　

金
子　

俊
（
徳
田
小
学
校
）

▽
上
下
水
道
課
主
任
主
査

　

佐
々
木
賢
二
（
生
き
が
い
推
進
課
）

▽
上
下
水
道
課
主
査

　

菅
原
佑
紀
（
総
務
課
付
大
槌
町
派
遣
）

▽
税
務
課
主
事　

  　
　
　

岩
崎
幸
大

▽
税
務
課
主
事　

  　
　
　

川
村
渓
太

▽
住
民
課
主
事　

  　
　
　

出
堀
孝
明

▽
煙
山
保
育
園
保
育
士  

小
笠
原
有
美

▽
健
康
長
寿
課
主
事　

  　

安
井
美
夏

▽
産
業
振
興
課
主
事　

     

川
村　

雄

▽
道
路
都
市
課
主
事　

  　

金
野
琴
子

▽
学
務
課
主
事　
　
　

  　

渋
田
稀
結　

▽
社
会
教
育
課
主
事　

  　

工
藤
優
平

▽
社
会
教
育
課
主
査
（
再
任
用
）

                                 

立
花
常
喜

▽
紫
波
町
へ

　

高
橋　

寿
（
生
き
が
い
推
進
課
介
護

　

保
険
係
長
）　

▽
雫
石
町
へ

　

高
橋
俊
則
（
税
務
課
主
査
）

▽
川
村
勝
弘
（
企
画
財
政
課
長
）

▽
髙
橋
和
代
志
（
農
林
課
長
）　

▽
立
花
常
喜
（
学
務
課
長
）

▽
照
井
則
秋
（
農
林
課
長
補
佐
）

▽
菊
池
千
賀
子
（
煙
山
保
育
園
主
任
主
査
）

▽
昆　

忠
（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
）

▽
村
上　

悠
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）

 

◆ 

一  
般  
級 

 

◆ 

新  

採  

用 

 

● 

平
成
２７
年
度
退
職
者  

 

●
他
団
体
へ
（
派
遣
を
解
く 

3/31
付
）
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水道
豆知識
列伝！

その66

　水道のお知らせ票に「水道料金」と「下水道使用料」ってあ

　るけど、どういうこと？

　水道料金は、家に入ってくる上水道と家から出ていく下水道、

2つの水道料金を合わせてお知らせしてあんだジャ。お知らせ

票には料金だけじゃなぐ、使った水量も書いてあっから、毎月

チェックしてれば漏水の早期発見にもつながるジャ！

 ★水道やはば HP　よくある質問「水漏れについて」をチェック！　http : //suidou .yahaba .iwate .jp/

Q

A

じじゃゃじゃじゃっっととくんの

つ・ぶ・や・きつ・ぶ・や・き。。

スミつけ祭り写真コンクール入賞作品
　町の冬の風物詩として町内外から親しまれている「スミつけ祭り」。今年 6 回目の開催となった写

真コンクールには応募者 19 人、36 点の作品を応募いただきました。

　スミつけまつり実行委員会が審査を行い選出した、入賞作品 4 点を紹介します。

最優秀賞「なかよし」
朴
ほ お の き だ

田 興
こ う

矢
や

さん（南矢幅 1 区）　　
優秀賞「初参り」

菊
き く

池
ち

 正
し ょ う い ち

一さん（花巻市）　　

矢巾町長賞「爺ちゃんにスミつけた！」
蒲
が ま

澤
さ わ

 隆
り ゅ う じ

治さん（盛岡市）　　
観光協会長賞「福は餅」

藤
ふ じ

井
い

　齊
ひとし

さん（盛岡市）　　
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■企業名（就業場所）①職種②年齢③求人数
④賃金⑤求人番号⑥必要資格など

■㈱富士清ほりうち（赤林）
①配送員（正社員）② 59 歳以下③ 2 人
④ 180,000 円 ～ 210,000 円 ⑤ 02010-
3719061 ④普免（ＡＴ限定不可）

■㈱首都圏物流盛岡センター（高田）
①４㌧車ドライバー（正社員）② 59 歳
以下③ 3 人④ 123,000 円～ 270,000 円⑤
03010-5559361 ⑥中型免許

■岩手農蚕㈱（流通センター南）
①業務職（正社員）② 35 歳以下③ 1 人
④ 168,000 円 ～ 176,000 円 ⑤ 03010-
5690461 ⑥普免または中型免許（８㌧未
満限定可・ＡＴ限定不可）、フォークリフ
ト免許あればなお可

■㈱佐藤政行種苗（流通センター南）
①経理事務（正社員）② 59 歳以下③ 2
人 ④ 140,000 円 ～ 150,000 円 ⑤ 03010-
6827461 ⑥簿記３級以上、普免

■社会福祉法人いちご会（又兵エ新田）
① 看 護 師（ 正 社 員 ） ② 不 問 ③ 1 人
④ 200,000 円 ～ 220,000 円 ⑤ 03010-
6655061 ⑥看護師または准看護師免許

■㈱東北シジシー（流通センター南）
①商品部業務（正社員）② 59 歳以下③ 1
人 ④ 180,000 円 ～ 250,000 円 ⑤ 03010-
6680061 ⑥普免

■㈱澤田屋（西徳田）
①一般事務（正社員）② 35 歳以下③ 1
人 ④ 132,000 円 ～ 140,800 円 ⑤ 03010-
6545561

■㈱Ａコープ北東北（流通センター南）
①ギフト商品の配送（正社員以外）②不問
③ 1 人④ 121,500 円⑤ 03010-6384261 ⑥
普免（ＡＴ限定不可）

■医療法人社団帰厚堂 南昌病院（又兵エ
新田）
①訪問・入浴介護員（正社員以外）②不
問 ③ 1 人 ④ 142,000 円 ～ 162,000 円 ⑤
03010-6164661 ⑥ホームヘルパー 2 級以
上・普免

求求 人 情 報

町  内  の

　就業希望の方は「盛岡公共職業安
定所紹介第一部門（☎ 624-8902）」
へ求人番号を告げてお問い合わせく
ださい。

認知症あれこれ相談
【場所】さわやかハウス

矢巾町地域包括支援センターさわやかハウス相談室

☎ 697-5570　夜間 080-5740-0684

平日 月～金    9:00 ～ 17:00

土曜日 4/ 9 ㈯  19:00 ～ 12:00

夜間（電話のみ） 4/22 ㈮  19:00 ～ 21:00

ひなたカフェ・介護者のつどい

（町民センター食堂） 4/19 ㈫ 13:00 ～ 16:00

まちなか物忘れ相談室（ショッピングセンターアルコ）  

              　　　 4/12 ㈫  13:00 ～ 16:00

　県では 3 月 15 日、「ツキノワグマの出没に関する注意報」を発表し

ました。

　これからの季節、ツキノワグマは食べ物を求めて行動範囲が広がり

ます。また、冬眠明けの子連れクマが多く出没するおそれがあります。

クマによる被害を防止するため、以下の点に注意しましょう。

　①山林などでは単独行動を避ける

　②明け方や夕方、霧が出ている時は山林や沢に近づかない

　③ラジオやクマよけの鈴など、音の出るものを身につける　

　④キャンプなどをする際、ごみ（特に生ごみ）は持ち帰る

　⑤廃棄農作物や生ごみを山に捨てない

　⑥野生動物にはえさを与えない

　⑦有線放送や町ホームページなどでクマの出没情報を確認する

▼ 問い合わせ　クマの目撃情報や農作物などの被害があったら、すぐ

に役場産業振興課農林係（☎ 611-2611）へご連絡ください。

ツキノワグマに注意 !
   注意報発表   目撃したら役場に連絡を

　町では、「矢巾町高校生インターンシップ事業」で、高校生（実習生）

の受け入れ可能な町内の事業所を募集しています。インターンシップ事業

は、高校生の職業選択の能力や職業意識の高揚と育成を図り、将来的な地

域産業の人材確保を目的として実施しており、町では受け入れ事業者に補

助金を交付するなどの支援を行います。

 受入事業者の募集 

▼対象事業者　町内に事業所があり、原

則として 2 人以上の受け入れができる事

業者（非営利団体や行政機関を含む）

▼受け入れ対象生徒　①県立不来方高校、

北日本高等専修学校に在学する生徒②県

内高校に通学する町内在住の高校生

▼実習時期　① 7 月 26 日㈫ ～ 28 日㈭、

② 8 月 2 日㈫ ～ 4 日㈭、③ 7 月 25 日㈪ ～ 8 月 5 日㈮の期間内で連続す

る 3 日間　※土・日除く

 補助金の交付（矢巾町高校生インターンシップ支援事業） 

▼交付対象　次のいずれかのインターンシップを実施した、町内に事業所

を有する事業者　①矢巾町高校生インターンシップ事業　②県内の高校で

実施しているインターンシップ事業（町内在住の高校生分のみ対象）

▼補助金額　1 日あたり実習生受け入れ 1 人目を 4 千円とし、2 人目以降

は 1 人当たり千円を加算（1 事業所 1 日当たり 8 千円を限度）。

 申し込み・問い合わせ 　

　4 月 28 日㈭までに、役場産業振興課商工係（☎ 611-2617、2618）に

受入申込書を提出してください。

　　貴重な職業体験にご協力を
　　（写真は ㈱佐々木組）

インターンシップ事業にご協力を
～実習生を受け入れた事業所に補助金を交付～

特 別 情 報 区



■証明書は午後 8 時まで交付…役場住民課と税務課の各種証明書は、事前に予約しておくと午後 8 時まで

（土・日曜日も）受け取ることができます。電話による予約は住民課 ☎ 611-2502・税務課 ☎ 611-2522 まで。
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消防★警察
   　　　 （　）は１月からの累計

 ■火災発生…01 件（001 件） 
 ■救急出動…75 件（150 件）
 ■飲酒運転
 　検挙者数…00 件（000 件）

２月中
の件数４ 月 の 納期

固 定 資 産 税 第 1 期

介護保険料普通徴収第 1 期

後期高齢者医療保険料普通徴収第 1 期

忘れずに、納めましょう

暮らしの専門相談所　矢巾町社会福祉協議会 ☎611-2840 有線3124

行政（9:00 ～ 12:00） 4/ 8 ㈮ 高齢者 4/12 ㈫

人権（9:00 ～ 15:00） 4/ 8 ㈮ 児童 4/19 ㈫

弁護士（要予約） 4/ 8 ㈮ 心配ごと全般 4/22 ㈮

【場所】さわやかハウス  【時間】13:00～16:00 （弁護士は10:00～15：00）

　チャグチャグ馬コ保存会では、6

月 11 日㈯ 開催の「チャグチャグ馬

コ」パレードで馬コに乗る小学生を

募集します。

▼応募条件　当日保護者が同伴でき

る小学１年生から３年生までの児童

で、当日までに２回程度実施される

練習会に参加できる方（応募者多数

の場合は抽選）

▼申込締切日　4 月 19 日㈫必着

▼参加料　6,000 円

▼ その他　参加児童と同伴者の衣装

は保存会で用意します。ただし、足

袋と草履は各自で用意してください。

▼申し込み・問い合わせ　はがきに

住所・氏名（ふりがな）・年齢・性

別・学校名・学年・保護者の氏名と

連絡先を記入の上、同保存会事務局

（〒 020-8530 盛岡市内丸 12-2 盛岡

市役所観光交流課内、☎ 651-4111

内線 3726）へお申し込みください。

チャグチャグ馬コ行進の　　ｐ

乗り手を募集しています　　ｐ　

▼ 日時　4 月 19 日㈫～ 9 月 27 日

㈫（全 23 回。詳しくはお問い合わ

せください）、午後 1 時～午後 3 時

▼場所　さわやかハウス

▼対象　手話奉仕員養成講座「入門

課程」を修了している方（原則とし

て町内在住の方）

▼受講料　無料（テキスト代が必要

な場合があります）

▼申込締切日　4 月 12 日㈫

▼問い合わせ　詳しくは、矢巾町社

会福祉協議会（☎ 611-2840）へ。

矢巾町社会福祉協議会主催おｐ

手話奉仕員養成講座「基礎課程」　

　

　町では、個人番号カード（マイナンバーカード）

の休日交付を行います。平日の来庁が困難な方は

この機会にぜひご利用ください。

▼対象　町から「個人番号交付通知書（はがき）」

が送付されている方

※個人番号カードには顔写真が付いており、交付

時に本人と照合するため、原則として申請者本人

が来庁する必要があります。

▼日時　４月 24 日㈰  午前 8 時 30 分～正午 

▼場所　役場１階住民課

▼持ち物　個人番号カード交付通知書（はがき）、

　　　　　通知カード（緑色）

　　　　　住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

　　　　　本人確認書類（運転免許証など顔写真付きのものは１点、

　　　　　顔写真がないものは２点　※いずれも有効期限内で、住所

　　　　　と氏名が個人番号カード交付通知書と相違ないもの）

▼問い合わせ　詳しくは、住民課戸籍住民係（☎ 611-2502）へ。または、

１月中旬に配布した「マイナンバーについてのお知らせ（保存版）」の

チラシ（黄色）をご覧ください。

マイナンバー
個人番号カードの休日交付について
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23 ■毎週水曜日は役場住民課、税務課、福祉・子ども課窓口が午後 7 時まで延長…取り扱い業務は次の 7 種類です。

≪①各種証明書の交付②戸籍の届け出③転入転出④国民健康保険⑤国民年金⑥児童手当⑦納税相談≫

お知らせ・募集お知らせ・募集

　平成 28 年度の国民年金保険料は

月額 16,260 円（年額 195,120 円）

です。前納制度は保険料をまとめて

前払いするとお得になる制度です。

国民年金に加入されている方には、

４月上旬に納付書が日本年金機構か

ら送付されます。前納を希望する方

は同封の前納用納付書を使用して、

お近くの金融機関、郵便局、コンビ

ニエンストアで納付してください。

※現金で納付する場合、年度途中の

月から年度末までの分をまとめて納

付することもできます。

▼ 割引額　1 年分前納：3,460 円、

６カ月分前納：790 円

▼問い合わせ　盛岡年金事務所（☎

623-6211）、役場住民課医療年金係

（☎ 611-2509）

国民年金の保険料はｐｐｐｐ

一括納付での前納がお得です

　町では、交通指導員を募集してい

ます。交通指導員は、町の非常勤特

別職として交通指導隊に所属し、警

察などと連携しながら街頭での交通

安全指導や広報、学校や地域での交

通安全教室など、住民の交通事故防

止に努めることを任務としています。

▼応募資格・募集人員　町内に住所

があり、自動車運転免許を取得して

いる方、2 人  ※他の職業との兼任可

▼ 報酬　年額 16 万 2900 円（一般

隊員）。※制服・帽子は町から貸与

▼ その他　年間の活動日数は約 90

日。任期は２年間で再任が可能です。

▼応募先・問い合わせ　役場総務課

防災安全室（☎ 611-2708）

　まちの安全を守る　おおおおお

　交通指導員を募集していますお

　平成28年度の矢巾町夏まつりは、

7 月 17 日㈰ に開催します。

※ 7 月 18 日（月・祝）は予備日

　詳しい内容は決まり次第、広報や

町ホームページでお知らせします。

▼問い合わせ　矢巾町夏まつり実行

委員会事務局（役場産業振興課内、

☎ 611-2615、2616）

　町では、平成 28 年 4 月診療分か

ら子どもの医療費助成の対象を拡大

し、外来分についても小学 6 年生

まで助成します。

　助成を受けるためには受給者証の

申請手続きが必要です。対象の方に

は申請書類をお送りしていますの

で、必要事項を記入の上、役場住民

課へ郵送または持参してください

（受給者証は後日郵送します）。

　なお、ひとり親家庭など、すでに

他の助成制度の受給者となっている

方は申請不要です。

▼問い合わせ　役場住民課医療年金

係（☎ 611-2509）

　町では、平成 28 年度分の固定資産

税に係る「土地価格等縦覧帳簿」「家

屋価格等縦覧帳簿」の縦覧を行いま

す。また、町内に土地や家屋などを

所有している方は、いつでも自分の

固定資産課税台帳に登録されている

内容をみること（閲覧）ができます。

▼ 問い合わせ　役場税務課資産係

（☎ 611-2524）

 ◎縦覧について 

▼ 対象　町内に土地や家屋を所有

し、固定資産税が課税されている方

▼ 期間　4 月 1 日㈮から 5 月 2 日

㈪まで（土日、祝日を除く）

▼ 時間　午前 8 時 30 分から午後 5

時 15 分まで

▼場所　役場 1 階税務課窓口

▼手数料　無料

 ◎閲覧について 

▼対象　町内に土地や家屋などを所

有している方、または町内に土地や

家屋を借りている方など（賃貸借契

約書などが必要です）

▼場所　役場 1 階税務課窓口

▼手数料　300 円。ただし、縦覧期

間中に自らが所有する土地や家屋に

関する内容を閲覧する場合は無料

平成 28 年度固定資産税帳簿の

縦覧と閲覧についてお知らせ1

医療費助成の対象を拡大おお

外来分も小学 6 年生まで助成

 

 

 「誓います

 　　 森の安全

 　　 　　火の始末」

〈矢巾町消防団・盛岡南消防署矢巾分署〉　

  山火事防止運動
5/31
まで

平成 28 年度矢巾町夏まつりお

開催日のお知らせおおおおおお

　田園有機は、家庭の生ごみをリ

サイクルして作られた、環境にや

さしい有機肥料です。一袋 15 ㌔入

り 350 円で、10 袋以上は配達も承

ります。お求めは盛岡・紫波地区

環境施設組合（☎ 697-3835）まで。

   矢巾発の肥料「田園有機」
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■人　口　27,128 人   （＋　23 人）

　　男　　12,997 人   （＋　12 人）

　　女　　14,131 人　（＋　11 人）

■世帯数     9,913 世帯（－ 3 世帯）

■増減 （1 月からの累計）

　出生116人（231人）・死亡117人（243人）

　転入188人（164人）・転出164人（126人）

喪主・
世帯主

お誕生　2 月届け出分・敬称略

人の動き 3 月 1 日現在、（ ）は前月比

おくやみ  2 月届け出分・敬称略

※「お誕生」「おくやみ」は、届け出の際に同意を得た方のお名前を掲載しています。
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